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一
九
三
二
年
の
回
教
侮
辱
事
件
と
胡
適

一
回
教
侮
辱
事
件

一
九
三
二
年
一
〇
月
、
雑
誌
『
南
華
文
芸
』
が
、
「
回
教
徒
は
な
ぜ
豚
の
肉
を
食
べ
な
い
の
か
」
（
「
回
教
徒
怎

�不
吃
猪
底
肉
」
）
と

い
う
文
章
を
掲
載
し
、
こ
の
年
の
四
月
に
北
新
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
「
小
猪
八
戒
」
の
一
部
を
引
用
し
た
。
こ
れ
が
回
教
に
対
す

る
侮
辱
だ
い
う
こ
と
で
、
華
北
各
省
や
上
海
の
回
教
徒
の
「
公
憤
」
を
引
き
起
こ
し
、
華
北
か
ら
は
請
願
団
が
首
都
南
京
に
向
か
い
、
ま

た
上
海
で
は
一
部
の
回
教
徒
が
北
新
書
局
に
乱
入
し
て
店
内
を
破
壊
す
る
事
件
を
起
こ
し
た
。
行
政
院
（
内
閣
に
相
当
す
る
）
と
国
民
党

中
央
常
務
委
員
会
は
、
一
一
月
七
日
、
回
教
徒
請
願
団
の
請
願
に
応
じ
て
、
『
南
華
文
芸
』
を
停
刊
す
る
こ
と
、
北
新
書
局
を
「
査
封
」

す
る
こ
と
、
『
南
華
文
芸
』
の
編
集
者
で
あ
り
記
事
の
執
筆
者
で
あ
っ
た
婁
子
匡
を
法
院
の
手
続
き
に
委
ね
る
こ
と
な
ど
を
決
め
、
北
新

書
局
は
自
発
的
に
「
停
業
」
し
、『
南
華
文
芸
』
は
停
刊
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
小
猪
八
戒
」
を
め
ぐ
る
回
教
侮
辱
事
件
の
概
略
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
事
件
の
経
過
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
略
述
し
、
次
い
で
、
当
時
、
言
論
界
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
た
胡
適
が
こ
の
事
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件
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
た
か
を
考
察
す
る
。

な
お
、
筆
者
は
、
通
常
は
宗
教
に
つ
い
て
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
、
信
徒
は
「
ム
ス
リ
ム
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
事
件
の
当
時
の
中

国
で
は
「
回
教
」
、
「
回
教
徒
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
史
料
上
も
そ
う
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
他
に
「
清
真
」
も
使
わ
れ
る
）
、
本
稿

で
も
「
回
教
」
・
「
回
教
徒
」
の
呼
称
を
用
い
、
中
国
以
外
の
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ム
ス
リ
ム
を
含
む
と
き
に
は
場
合
に
応
じ
て
「
イ
ス
ラ
ー

ム
」
・
「
ム
ス
リ
ム
」
も
使
う
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
当
時
、
北
京
は
「
北
平
」
と
改
称
さ
れ
て
い
た
の
で （
１
）、
本
稿
で
も
「
北
平
」
の
都

市
名
を
用
い
る
。

『
南
華
文
芸
』
の
編
集
者
は
曽
仲
銘
で
あ
る
。
曽
仲
銘
は
汪
精
衛
に
近
く
、
陳
公
博
・
周
仏
海
ら
と
と
も
に
「
改
組
派
」
の
重
要
人
物

で
あ
っ
た
。
当
時
は
改
組
派
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
鉄
道
部
次
長
で
（
部
は
日
本
の
省
に
あ
た
る
）
、
後
に
汪
精
衛
の
重
慶
脱
出
時
に
ハ

ノ
イ
で
暗
殺
さ
れ
る
。

「
小
猪
八
戒
」
は
筆
者
は
直
接
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
胡
適
の
要
約
に
よ
る
と
、
『
西
遊
記
』
の
猪
八
戒
の
息
子
「
小
猪
八

戒
」
が
「
回 フ
イ

回 フ
イ

」
の
祖
先
で
あ
る
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
豚
の
小
猪
八
戒
は
父
親
の
猪
八
戒
を
捜
そ
う
と
し
た
が
、
牛
魔
王
と
羊

角
大
仙
が
そ
れ
を
じ
ゃ
ま
し
、
牛
魔
王
は
小
猪
八
戒
の
母
親
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
仇
を
討
つ
た
め
に
小
猪
八
戒
は
「
回
回
」
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
猪
八
戒
と
小
猪
八
戒
の
母
と
が
全
て
の
「
回
回
」
の
祖
先
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
ら
し
い
。
な
お
「
回
回
」
は
中
国

の
ム
ス
リ
ム
（
回
教
徒
）
の
こ
と
で
あ
る （
２
）。
胡
適
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
回
教
徒
、
つ
ま
り
ム
ス
リ
ム
が
、
け
が
れ
た
存
在
と
し
て
強
く

忌
避
す
る
豚
の
子
孫
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
回
教
徒
に
対
す
る
強
い
侮
辱
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
。

『
南
華
文
芸
』
の
記
事
に
回
教
徒
が
強
い
「
公
憤
」
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
報
道
は
一
〇
月
半
ば
か
ら
現
れ
る
。
『
天
津
大
公
報
』
（

『
大
公
報
』
天
津
版
）
に
よ
る
と
、『
南
華
文
芸
』
の
記
事
は
天
津
市
の
回
教
徒
の
「
公
憤
」
を
か
き
立
て
、
回
教
徒
は
曽
仲
銘
に
対
し
て
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書
簡
を
送
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
文
章
は
文
芸
と
何
の
関
わ
り
が
あ
る
か
、
回
教
教
民
の
公
憤
を
お
さ
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
表
明
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
か
を
質
し
、
適
当
な
対
応
策
ま
た
は
回
答
が
な
け
れ
ば
、
代
表
を
南
京
に
送
っ
て
交
渉
を
行
わ
せ
る
と
告
げ
る
も
の

だ
っ
た （
３
）。

水
面
下
で
は
な
ん
ら
か
の
動
き
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
当
初
、
国
民
党
中
央
と
中
央
政
府
の
対
応
は
鈍
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
時
期
で
、
世
論
の
関
心
も
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
に
向
か
っ
て
お
り
、
政
府
も
対
応
を
迫
ら
れ
て

い
た
。
行
政
院
院
長
（
首
相
）
で
、
渦
中
の
曽
仲
銘
と
関
係
の
深
い
汪
精
衛
（
汪
兆
銘
）
は
、
八
月
に
張
学
良
と
衝
突
し
て
「
刺
し
違
え

通
電
」
事
件 （
４
）を
起
こ
し
、
行
政
院
長
辞
任
は
思
い
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
休
職
し
て
外
遊
に
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
た （
５
）。
政
府
の
実
力
者

で
あ
る
軍
事
委
員
会
委
員
長

�介
石
（

�中
正
）
は
後
述
す
る
よ
う
に
首
都
南
京
を
離
れ
て
い
た
。

一
〇
月
二
三
日
、
北
平
で
は
「
回
民
護
教
団
」
と
そ
の
「
後
援
会
」
が
組
織
さ
れ
、
モ
ス
ク
（
清
真
寺
）
で
会
合
が
開
か
れ
た
。
こ
こ

で
は
、『
南
華
文
芸
』
の
主
編
の
曽
仲
銘
と
編
集
者
の
婁
子
匡

ろ
う
し
き
ょ
うへ
の
処
分
を
求
め
る
た
め
代
表
を
南
京
に
派
遣
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

同
時
に
、
後
援
会
で
は
、
「
厳
厲

げ
ん
れ
い

手
段
」
（
暴
力
的
な
手
段
）
を
用
い
る
こ
と
を
「
正
当
で
は
な
い
（
不
合
正
軌
）
」
と
し
て
否
決
し
た
。

だ
が
、
モ
ス
ク
に
集
ま
っ
た
回
教
徒
は
非
常
に
興
奮
し
て
い
た
と
い
う
。
な
お
、
後
の
報
道
な
ど
を
見
る
と
、
回
教
徒
は
、
北
平
だ
け
で

は
な
く
、
華
北
十
一
省
か
ら
集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る （
６
）。

こ
の
代
表
団
は
翌
二
四
日
に
北
平
を
出
発
し
た
。
北
平
か
ら
天
津
へ
講
演
の
た
め
に
向
か
お
う
と
し
て
い
た
胡
適
が
、
北
平
東
駅
で
こ

の
代
表
団
の
出
発
に
遭
遇
し
た （
７
）。
胡
適
は
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
…
…
駅
に
は
一
千
人
余
り
の
人
び
と
が
い
る
の
が
見
え
た
。
老
人
、
若
者
、
長
い
衣
服
を
着
て
い
る
人
、
短
い
衣
服
の
人
が
い
た
。

旗
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
書
い
て
あ
っ
た
。
私
が
歩
き
な
が
ら
よ
く
見
て
み
る
と
、
大
き
な
旗
に
は
「
華
北
回
民
護
教
団
南
下
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代
表
を
歓
送
す
る
」
と
書
い
て
あ
り
、
小
さ
な
旗
に
は
お
よ
そ
十
種
の
標
語
が
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
私
が
覚
え
て
い
る
の
は

「『
南
華
文
芸
』
を
発
行
禁
止
に
せ
よ
」、「
曽
仲
銘
を
処
罰
せ
よ
」、「
婁
子
匡
を
処
罰
せ
よ
」、「
教
え
の
た
め
に
栄
光
を
勝
ち
取
ろ
う
」
な

ど
で
あ
る
」、
「
日
暮
れ
も
近
く
な
っ
て
、
歓
送
に
来
て
い
た
回
教
民
衆
は
隊
列
を
組
ん
で
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
退
出
し
た
。
先
頭
の
列

は
軍
楽
隊

（
マ
マ
）

で
、
そ
の
一
千
人
余
り
の
回
教
民
衆
は
、
旗
を
振
り
、
熱
烈
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
び
つ
つ
、
駅
の
東
端
か
ら
西
へ
と
向
か
っ
て

駅
を
出
て
行
っ
た
。
四
名
の
回
教
代
表
は
二
等
車
か
ら
手
を
振
っ
て
彼
ら
に
別
れ
を
告
げ
て
い
た
。
他
の
一
群
の
人
た
ち
が
、
四
名
の
代

表
が
見
送
り
に
来
た
教
友
へ
の
感
謝
を
記
し
た
ビ
ラ
を
撒
い
て
い
た
。
ビ
ラ
は
み
な
さ
ん
の
要
求
を
必
ず
勝
ち
取
る
と
い
う
代
表
た
ち
の

誓
い
を
声
明
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
千
人
余
り
の
民
衆
は
二
‐
三
十
分
か
け
て
や
っ
と
通
り
過
ぎ
た
。
き
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
司
法
院

院
長 （
８
）の
居
正
氏
も
平
浦
線
の
列
車
に
乗
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
当
然
、
こ
の
民
衆
運
動
の
熱
烈
さ
と
重
大
さ
を
見
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
」。
な
お
胡
適
は
こ
の
と
き
ま
で
こ
の
回
教
侮
辱
事
件
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る （
９
）。

北
方
回
民
の
代
表
は
二
六
日
に
な
っ
て
済
南
を
通
り
、
こ
こ
で
記
者
会
見
を
開
い
て
い
る
。
こ
こ
で
、
代
表
た
ち
は
、
南
華
文
芸
社
を

封
鎖
し
、
曽
仲
銘
を
辞
職
さ
せ
て
法
院
に
「
民
族
を
離
間
さ
せ
て
民
国
に
危
害
を
与
え
た
罪
」
で
引
き
渡
す
こ
と
、
婁
子
匡
を
逮
捕
し
て

法
院
に
引
き
渡
す
こ
と
を
求
め
る
と
述
べ
た （

�）。

こ
の
北
方
の
代
表
の
動
き
に
呼
応
し
て
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
翌
二
七
日
に
は
、
上
海
の
回
教
徒
が
、
『
南
華
文
芸
』
に

引
用
さ
れ
た
原
著
の
出
版
元
の
北
新
書
局
を
襲
撃
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
上
海
の
回
教
徒
が
集
会
を
開
い
て
こ
の
事
件
に
つ
い
て
討
論

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
五
十
か
ら
六
十
人
の
教
民
が
憤
激
し
て
北
新
書
局
に
押
し
寄
せ
た
。
取
締
役
（「
経
理
」
）
に
は
会
え
ず
、

店
内
を
打
ち
壊
し
た
が
、
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
集
会
を
開
い
て
い
た
回
教
徒
の
「
領
袖
」
（
指
導
者
）
は
、
こ
の
よ
う

な
暴
力
の
行
使
を
否

認
し
、
現

在
、

弁
護

士
に
、
曽
仲
銘
を
中

央
に
告
発
す
る
よ
う
相

談
し
て
い
る
と
語
っ
た
と
い
う （

�）。
三
一
日
に
は
、
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上
海
の
回
教
徒
が
記
者
会
見
を
開
き
、
「
中
央
は
相
当
の
罪
名
に
よ
っ
て
処
罰
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
西
北
で
重
大
事
件

が
発
生
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
」
と
の
宣
言
を
発
表
し
た
。

一
一
月
一
日
に
は
、
北
平
か
ら
の
請
願
団
（
四
人
の
代
表
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
と
上
海
か
ら
の
請
願
団
が
南
京
で
合
流
し
た
ら
し
く
、

南
京
で
記
者
会
見
を
開
い
て
い
る
。
こ
こ
で
、
請
願
団
は
、
南
華
文
芸
社
を
封
鎖
す
る
こ
と
、
曽
仲
銘
を
徹
底
的
に
追
及
し
、
婁
子
匡
を

法
的
措
置
に
委
ね
る
こ
と
、
北
新
書
局
を
封
鎖
す
る
こ
と
、
再
び
こ
の
よ
う
な
文
章
が
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
な
い
よ
う
全
国
に
通
令
す
る

（
あ
ま
ね
く
命
令
す
る
）
こ
と
を
求
め
た
。
そ
の
後
、
行
政
院
に
請
願
を
行
い
、
ま
た
、
上
海
の
代
表
は
、（
国
民
党
の
）
中
央
党
部
、
行

政
院
、
教
育
部
（
文
部
省
）
、
内
政
部
（
内
務
省
）
に
も
請
願
を
行
い
、
文
書
を
提
出
し
た （

�）。
華
北
の
代
表
も
四
日
に
行
政
院
に
請
願
を

行
っ
て
い
る （

�）。
七
日
に
は
、
汪
精
衛
に
近
い

�

ち
ょ民
誼
に
も
「
民
族
の
平
等
と
信
教
の
自
由
は
約
法
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
請
願

を
行
っ
て
い
る （

�）。

こ
れ
を
受
け
て
、
行
政
院
と
中
央
常
務
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
処
分
を
発
表
し
た
。
行
政
院
は
、
命
令
に
よ
っ
て
北
新
書
局
に
警
告
し
、

「
小
猪
八
戒
」
の
著
者
と
『
南
華
文
芸
』
の
記
事
の
著
者
婁
子
匡
を
法
院
に
送
る
と
い
う
処
分
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
中
央
常
務
委
員
会

は
居
正
が
議
長
を
務
め
て
処
分
を
決
め
、
北
新
書
局
を
「
査
封
」
し
、
『
南
華
文
芸
』
を
停
刊
す
る
と
い
う
処
分
を
発
表
し
た
。
宗
教
を

侮
辱
す
る
よ
う
な
言
論
を
禁
止
す
る
命
令
も
中
央
党
部
か
ら
発
表
さ
れ
た （

�）。
回
教
徒
の
主
張
が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
処

分
を
受
け
て
「
風
潮
は
終
熄
し
た
」
と
『
天
津
大
公
報
』
は
伝
え
る （

�）。

二
一
九
三
二
年
一
〇
月
の

�介
石

こ
の
事
件
か
ら
今
日
の
世
界
で
も
問
題
と
な
る
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ム
ス
リ
ム
（
中
国
の
「
回
教
」
・
「
回
教
徒
」
に
限
ら
ず
）
に
対
す
る
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侮
辱
事
件
と
共
通
す
る
構
造
を
見
て
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
非
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
軽
率
な
言
論
が
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
感
情
を
深
く

傷
つ
け
、
そ
の
憤
激
を
招
き
、
一
部
の
激
し
い
行
動
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
、
二
一
世
紀
の
世
界
で
も
け
っ
し
て
無
縁
で
は

な
い
。

だ
が
、
同
時
に
、
こ
の
問
題
は
、
一
九
三
二
年
の
中
国
に
特
有
の
問
題
を
も
孕
ん
で
い
た
。
そ
の
点
を
理
解
す
る
た
め
に
、
一
九
三
二

年
一
〇
月
の
中
国
の
情
勢
を
整
理
し
て
み
た
い
。

一
九
二
八
年
、
国
民
党
勢
力
が
中
国
を
統
一
し
、
「
訓
政
」
の
制
度
に
よ
っ
て
国
民
党
に
よ
る
一
党
支
配
（
「
以
党
治
国
」
）
が
開
始
さ

れ
た
。
こ
れ
は
中
国
統
一
の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
あ
っ
た
が
、
同
時
に
統
合
の
危
機
の
問
題
も
生
ん
で
い
た
。
ま
ず
、
国
民
党
は
、
そ

れ
ま
で
国
民
党
と
は
関
係
の
薄
か
っ
た
華
北
、
東
北
、
西
北
な
ど
の
地
域
を
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
国
民
党
は
そ

れ
ま
で
十
分
な
支
配
の
経
験
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら （

�）、
北
京
政
府
系
の
官
僚
の
協
力
は
必
要
で
あ
っ
た
し
、
か
つ
て
国
民
党
の
革
命

に
敵
対
し
た
北
京
政
府
の
指
導
者
層
を
無
力
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
や
西
北
の
「
回
民
」
な
ど
の
少
数
民

族
に
対
し
て
は
、
国
民
党
は
ほ
と
ん
ど
影
響
力
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
統
合
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
国
民
党
が
信
奉
す

る
孫
文
の
理
論
は
、
孫
文
が
も
と
も
と
排
満
革
命
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
少
数
民
族
社
会
の
「
革
命
」
へ
の
展
望
を
十
分
に
持
た
な

い
も
の
だ
っ
た
。

な
お
、
当
時
の
中
国
の
回
教
徒
、
す
な
わ
ち
中
国
の
ム
ス
リ
ム
は
、
新
疆
省
、
寧
夏
省
、
甘
粛
省
、
陝
西
省
な
ど
の
「
西
北
」
と
呼
ば

れ
る
地
域
に
多
く
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
他
の
地
域
に
も
広
く
住
ん
で
お
り
、
北
平
や
天
津
に
も
ム
ス
リ
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
あ
っ

て
、
漢
語
で
「
清
真
寺
」
と
呼
ば
れ
る
モ
ス
ク
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
今
日
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
西
北
の
ム
ス

リ
ム
は
、
当
時
か
ら
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
当
時
は
そ
の
違
い
が
十
分
に
認
識
さ
れ
ず
、
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
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「
回
民
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
現
在
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
「
ウ
イ
グ
ル
」
を
自
称
す
る
の
も
、
こ
の
「
回
教
侮
辱
事
件
」
よ
り
後
の
一
九
三

五
年
の
こ
と
で
あ
る （

�）。
一
方
で
、
満
洲
族
や
内
モ
ン
ゴ
ル
の
モ
ン
ゴ
ル
族
は
基
本
的
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
信
者
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
少
数

民
族
に
対
し
て
、
ま
た
少
数
民
族
の
宗
教
に
対
し
て
、
国
民
党
は
ど
の
よ
う
に
統
合
を
進
め
て
い
く
か
と
い
う
展
望
を
十
分
に
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。

加
え
て
、
国
民
党
の
内
部
で
も
、
党
の
古
参
幹
部
で
は
な
い
も
の
の
軍
に
絶
大
な
影
響
力
を
持
つ

�介
石
と
、
孫
文
の
高
弟
と
し
て
高

い
権
威
を
持
つ
古
参
幹
部
と
の
あ
い
だ
に
緊
張
関
係
が
あ
っ
た
。

�介
石
は
、
一
九
三
〇
年
、
中
原
大
戦
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
内
戦
を

通
じ
て
反

�介
石
派
を
軍
事
的
に
制
圧
し
た
が
、
こ
の
過
程
で
張
学
良
の
力
を
借
り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
張
学
良
の
影
響
力
が
増
大

し
、
ま
た
、
汪
精
衛
・
胡
漢
民
な
ど
の
反

�派
の
古
参
幹
部
を
十
分
に
圧
倒
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
三
一
年
末
、
反

�派
は
、
満
洲
事
変
（
九
・
一
八
事
変
）
へ
の
対
処
の
失
敗
を
掲
げ
て

�介
石
を
中
央
政
府
か
ら
追
放
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
が
、
軍
を
握
る

�介
石
の
協
力
を
欠
い
て
は
な
お
の
こ
と
日
本
の
攻
勢
に
対
処
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

反

�派
か
ら
汪
精
衛
派
が
離
脱
し
、
一
九
三
二
年
一
月
、
汪
精
衛
が

�介
石
と
妥
協
し
て
「
汪
精
衛
‐

�介
石
合
作
政
権
」
が
成
立
す
る
。

汪
精
衛
が
行
政
院
長
と
し
て
行
政
を
指
導
し
、

�介
石
が
軍
事
委
員
会
委
員
長
と
し
て
軍
を
指
導
す
る
体
制
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
反
対
派

の
う
ち
、
孫
科
派
は
孫
科
を
立
法
院
長
と
し
て
憲
法
制
定
作
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
で
中
央
に
取
り
込
み
、
胡
漢
民
派
ほ
か
広
東
省
に
関

係
の
深
い
古
参
幹
部
に
は
広
東
・
広
西
（
広
西
は
当
時
は
広
西
省
。
現
在
は
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
）
の
二
省
を
指
導
す
る
国
民
党
西
南

執
行
部
・
西
南
政
務
委
員
会
（
お
よ
び
軍
事
委
員
会
西
南
分
会
）
を
設
置
し
て
、
中
央
か
ら
排
除
す
る
と
と
も
に
一
定
の
地
盤
を
与
え
て

妥
協
し
た
。

だ
が
、
行
政
院
に
は
、
財
政
部
長
宋
子
文
や
、
軍
政
部
長
何
応
欽
な
ど
の

�介
石
派
が
残
っ
て
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
汪
精
衛
派
と
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�介
石
派
の
対
立
は
続
い
て
い
た
。
こ
れ
が
（
具
体
的
な
経
緯
に
は
不
明
な
点
が
多
い
も
の
の
）
一
九
三
二
年
夏
の
汪
精
衛
と
張
学
良
の

「
刺
し
違
え
通
電
」
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
汪
精
衛
が
行
政
院
長
の
職
務
を
離
れ
て
そ
の
勢
力
を
一
時
的
に
退
潮
さ
せ
て
い
た
の
が
こ
の

一
九
三
二
年
一
〇
月
の
時
期
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
共
産
党
と
の
対
立
は
措
く
と
し
て
も
、
国
民
党
外
の
民
主
的
知
識
人
と
国
民
党
政
権
の
関
係
も
微
妙
で
あ
っ
た
。
国
民
党
外
の

民
主
的
知
識
人
に
も
、
共
産
党
支
持
や
共
産
党
に
寛
容
な
グ
ル
ー
プ
と
、
反
共
的
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
「
反
共
」
の
点

で
一
致
す
る
グ
ル
ー
プ
の
一
部
も
、
国
民
党
に
よ
る
一
党
支
配
に
は
批
判
的
だ
っ
た
し
、
国
民
党
が
孫
文
の
三
民
主
義
を
国
家
の
基
本
原

則
と
し
て
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
も
強
い
抵
抗
を
持
っ
て
い
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
胡
適
は
、
ま
さ
に
、
反
共
の
点
で
は
国
民

党
と
一
致
す
る
も
の
の
、
国
民
党
の
一
党
支
配
に
も
強
く
批
判
的
な
民
主
的
知
識
人
の
代
表
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
三
一
年
に
始
ま
っ
た
満
洲
事
変
の
影
響
が
加
わ
る
。
満
洲
事
変
は
、
清
朝
の
最
後
の
皇
帝
で
あ
っ
た
溥
儀
を
皇
帝
（
当
初

は
執
政
）
と
す
る
こ
と
で
、
清
朝
の
支
配
層
で
あ
っ
た
満
洲
人
・
モ
ン
ゴ
ル
人
貴
族
層
の
取
り
込
み
を
図
っ
た
。
ま
た
関
東
軍
を
中
心
と

す
る
日
本
勢
力
は
内
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
拡
張
を
図
り
、
回
族
多
住
地
域
の
日
本
‐
満
州
国
側
へ
の
統
合
も
意
識
し
て
い
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
か

ら
西
北
に
か
け
て
の
地
域
は
、
満
洲
事
変
と
の
関
係
で
も
統
合
を
急
が
れ
る
地
域
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
国
民
党
が
統
合
の
た
め
の
理
論
も
方
策
も
持
た
ず
、
影
響
力
も
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
地
域
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
に
こ
の
一
九
三
二
年
一
〇
月
の
回
教
侮
辱
事
件
を
位
置
づ
け
る
と
い
っ
た
い
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
こ
の
時
期
、

�介
石
は
首
都
南
京
を
離
れ
て
北
平
に
滞
在
し
て
い
る
。
独
自
の
利
害
に
も
と
づ
い
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
張
学

良
や
宋
哲
元
の
勢
力
を
牽
制
し
、
ま
た
、
日
本
と
の
緊
張
の
高
ま
り
を
前
に
し
て
、
華
北
と
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
統
合
を
進
め
る
た
め
で

あ
っ
た
。
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リ
ッ
ト
ン
報
告
書
が
発
表
さ
れ
、
国
際
連
盟
の
存
在
が
東
北
の
回
収
に
実
質
的
に
寄
与
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
、
こ
の
回

教
侮
辱
事
件
と
同
時
期
の
一
〇
月
二
〇
日
（
～
二
五
日
）、
北
平
で
大
き
な
宗
教
行
事
が
開
か
れ
て
い
る
。「
時
輪
金
剛
法
会
」
と
呼
ば
れ

る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
大
法
会
で
あ
る
。
法
会
を
主
宰
し
た
の
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
第
二
位
の
指
導
者
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
で
、
法
会
の
会

場
は
故
宮
の
中
心
で
あ
る
太
和
殿
で
あ
っ
た
。
会
場
に
は
、
華
北
の
軍
事
・
政
治
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
張
学
良
や
、
旧
北
京
政
府
の
最

高
指
導
者
で
あ
っ
た
段
祺
瑞
、
呉
佩
孚
、
旧
北
京
政
府
の
下
で
上
海
を
支
配
し
た
孫
伝
芳
、
旧
北
京
政
府
系
の
官
僚
で
国
民
党
政
権
に
も

協
力
し
て
い
る
伍
朝
枢
ら
も
列
席
し
、
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
か
ら
「
灌
頂
」
を
受
け
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
信
者
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル

の
王
公
（
貴
族
層
）
も
多
数
列
席
し
て
い
た （

�）。
こ
の
時
輪
金
剛
法
会
に
際
し
て
は
、
ほ
ぼ
一
週
間
前
か
ら
張
学
良
が
開
催
を
「
布
告
」
し
、

ま
た
新
聞
に
も
繰
り
返
し
広
告
を
掲
載
し
て
い
た （

�）。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
清
朝
の
支
配
の
大
き
な
支
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
法
会
を
、
清
朝
の
皇
帝
支
配
の
中
心
で
あ
っ
た
故
宮
の
太
和

殿
で
開
く
こ
と
は
、
「
反
清
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
孫
文
の
革
命
の
理
念
と
は
ほ
ど
遠
い
。
し
か
も
、
列
席
者
の
な
か
に
は
、
国
民
党

の
革
命
に
敵
対
し
て
き
た
段
祺
瑞
・
呉
佩
孚
・
孫
伝
芳
な
ど
の
北
京
政
府
の
幹
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
法
会
を
開
い
た
目
的
は
、
ま
ず
、
法
会
に
先
立
つ
一
六
日
に
、
法
会
に
参
加
す
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
貴
族
ら
が
集
団
で

�介

石
に
謁
見
し
て
い
る （

�）こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

�介
石
は
、
こ
の
法
会
の
た
め
に
、
法
会
と
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
に
、
費
用
の
支
出

と
寄
附
を
合
わ
せ
て
二
万
五
千
元
の
支
出
を
行
っ
て
い
る
（
謁
見
を
受
け
た
翌
日
に
そ
れ
を
発
表
す
る
と
こ
ろ
が

�介
石
ら
し
い
が （

�））
。

ま
た
、
北
京
政
府
系
の
旧
最
高
指
導
者
が
参
列
し
、
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
か
ら
「
灌
頂
」
を
受
け
る
と
い
う
栄
誉
を
受
け
て
い
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
貴
族
層
と
北
京
政
府
系
の
旧
実
力
者
は
、
日
本
‐
満
洲
国
が
国
民
党
に
対
抗
し
て
自
ら
の
側
に
取
り
こ
も

う
と
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
は
清
朝
の
皇
帝
に
支
配
者
と
し
て
の
権
威
を
与
え
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
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れ
が
張
学
良
ら
当
時
の
中
華
民
国
の
指
導
層
に
「
灌
頂
」
を
施
す
こ
と
は
、
満
州
国
の
最
高
指
導
者
の
地
位
（
当
時
は
執
政
）
に
溥
儀
に

対
す
る
牽
制
と
な
る
。
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
は
、
法
会
終
了
後
の
一
〇
月
二
八
日
、
記
者
会
見
で
「
宗
教
の
力
で
政
治
を
発
展
さ
せ
よ
う
」

と
発
言
し
て
政
治
と
宗
教
の
両
立
に
つ
い
て
語
り
、「
現
在
の
中
央
の
制
度
は
よ
い
」
と
も
発
言
し
て
い
る （

�）。

こ
の
法
会
を
演
出
し
た
中
心
人
物
は
、
形
式
的
に
は
布
告
を
発
し
て
新
聞
に
も
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
張
学
良
だ
が
、
実
質
的
に
は

�

介
石
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
大
き
な
祭
典
を
財
政
的
に
支
援
し
、
そ
の
見
返
り
に
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
の
中
央
支
持
の
発
言
を
引
き
出
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
貴
族
層
の
忠
誠
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
段
祺
瑞
・
呉
佩
孚
・
孫
伝
芳
ら
に
も
栄
誉
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
旧
北
京
政
府
指
導
層
が
あ
か
ら
さ
ま
に
反

国
民
党
の
動
き
に
加
担
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う （

�）。
実
際
、
一
九
三
三
年
二
月
か
ら
始
ま
る
日
本
軍
の
攻
勢
の
際

に
は
、
日
本
側
が
た
び
た
び
華
北
で
の
反
国
民
党
政
権
の
樹
立
を
期
待
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
旧
北
京
政
府
指
導
層
は
大
き

な
動
き
を
見
せ
な
か
っ
た
。

清
朝
に
権
威
を
与
え
る
よ
う
な
儀
式
を
清
朝
の
皇
帝
支
配
の
中
心
地
で
盛
大
に
行
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
孫
文
の
革
命
理
念
に
反
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
段
祺
瑞
、
呉
佩
孚
、
孫
伝
芳
な
ど
の
、
北
伐
戦
争
で
国
民
党
軍
に
敵
対
し
た
指
導
者
に
栄
誉
を
与
え
る

こ
と
も
、
国
民
党
の
革
命
理
念
と
は
相
容
れ
に
く
い
。
同
じ
く
北
伐
戦
争
で
北
京
政
府
側
の
最
高
指
導
者
（
安
国
軍
大
元
帥
）
で
あ
っ
た

張
作
霖
の
息
子
の
張
学
良
が
国
民
党
に
参
加
す
る
こ
と
に
も
、
国
民
党
内
に
は
強
い
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
張
学
良
を
積
極
的

に
国
民
党
支
配
体
制
に
取
り
こ
ん
だ
の
も

�介
石
で
あ
っ
た
し
、
こ
の
時
輪
金
剛
法
会
を
演
出
し
、
旧
北
京
政
府
指
導
層
や
モ
ン
ゴ
ル
貴

族
層
を
取
り
こ
も
う
と
し
た
、
少
な
く
と
も
日
本
に
呼
応
す
る
の
を
難
し
く
し
た
の
も

�介
石
で
あ
っ
た
。

汪
精
衛
や
胡
漢
民
な
ど
、
孫
文
の
高
弟
で
あ
っ
た
国
民
党
の
古
参
幹
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
革
命
の
理
念
へ
の
「
裏
切
り
」
は
許
し
難
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い
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

�介
石
は
そ
れ
が
で
き
る
指
導
者
で
あ
っ
た
。

�介
石
と
言
え
ば
、
民
国
史
の
な
か
で
は
、
孫
文

の
権
威
を
絶
対
化
し
、
軍
を
掌
握
し
て
強
権
を
揮
い
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
絶
対
服
従
」
を
強
調
し
て
国
家
を
ま
と
め
上
げ
よ
う
と
し
た

強
権
的
な
指
導
者
と
い
う
印
象
が
強
い
。
し
か
し
、
そ
の
原
則
を
、
「
裏
切
る
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
一
時
的
に
「
脇
に
置

い
て
」
、
宗
教
儀
式
を
利
用
し
て
国
家
統
合
を
進
め
る
と
い
う
柔
軟
性
を
持
っ
た
指
導
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

�介
石
の
ラ

イ
バ
ル
が
持
っ
て
い
な
い
資
質
で
あ
っ
た
。
共
産
党
に
対
す
る
激
し
い
包
囲
討
伐
戦
争
（
囲
剿
戦
）
を
展
開
し
つ
つ
、
同
時
に
日
本
と
の

戦
争
に
備
え
て
共
産
党
と
提
携
す
る
工
作
を
進
め
ら
れ
た
の
も
、
同
じ
資
質
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
回
教
侮
辱
事
件
に
戻
る
と
、
こ
の
事
件
に

�介
石
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
運
動

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
汪
精
衛
派
の
曽
仲
銘
で
あ
っ
た
こ
と
、

�介
石
の
兄
が
回
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
で
、

�介
石
が
ム
ス
リ
ム
と
の
連
携
を

意
識
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

�介
石
が
こ
の
事
件
に
関
与
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
事
件
の
拡
大
を
黙
認
し
、
国
民
党

の
最
高
機
関
に
宗
教
差
別
を
禁
じ
る
命
令
を
出
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
と
こ
ろ
に

�介
石
の
影
響
力
が
働
い
た
可
能
性
は
大
い

に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。

三
胡
適
と
回
教
侮
辱
事
件

最
後
に
、
そ
の

�介
石
と
も
一
定
の
緊
張
関
係
を
持
っ
て
い
た
胡
適
が
こ
の
回
教
侮
辱
事
件
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
を
簡
単

に
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

胡
適
は
、
こ
の
事
件
を
二
つ
の
論
点
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。

第
一
は
回
教
侮
辱
事
件
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
胡
適
の
態
度
は
明
確
で
あ
る
。
原
著
と
な
っ
た
「
小
猪
八
戒
」
と
、
そ
れ
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を
引
用
し
た
『
南
華
文
芸
』
の
記
事
が
、
宗
教
を
侮
辱
し
、
民
族
を
分
裂
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る （

�）。

た
だ
し
、
興
味
深
い
の
は
、
ま
ず
、
こ
の
「
小
猪
八
戒
」
の
説
話
が
、
漢
族
と
回
族
が
隣
接
し
て
い
る
地
域
の
漢
族
に
広
が
っ
て
い
る

民
間
説
話
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
民
間
説
話
を
収
集
す
る
こ
と
自
体
は
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ

を
児
童
の
読
み
物
と
し
て
刊
行
す
る
（
原
著
の
「
小
猪
八
戒
」
は
児
童
向
け
だ
っ
た
ら
し
い
）
こ
と
に
は
強
く
反
対
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
、
中
華
民
族
の
統
一
と
い
う
点
か
ら
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
回
教
に
対
す
る
侮
辱
は
民
族
を
分
裂
さ
せ
る
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
（
こ
の
点
は
回
民
代
表
の
論
理
と
も
共
通
す
る
）
、
民
間
説
話
の
収
集
は
、
や
は
り
民
族
の
団
結
に
寄
与
す
る
の

で
、
そ
れ
自
体
は
よ
い
こ
と
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る （

�）。
こ
の
点
で
胡
適
も
ま
た
中
華
民
族
の
統
合
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

伺
え
る
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
回
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
が
豚
肉
を
食
べ
な
い
理
由
を
、『
ク
ル
ア
ー
ン
』
（
胡
適
は
『
哥
蘭
経
』
と
書
い

て
い
る
）
か
ら
さ
ら
に
『
旧
約
聖
書
』
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
し
、
衛
生
上
の
理
由
か
ら
だ
と
断
定
し
て
い
る
点
で
あ
る （

�）。
中
国
の

古
典
に
通
じ
た
文
献
学
者
で
あ
り
、
同
時
に
、
合
理
主
義
・
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
知
識
人
で
あ
る
と
い
う
胡
適
ら
し
さ
が
こ
の
文
章
の

運
び
に
如
実
に
伺
え
る
。

第
二
の
論
点
は
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
行
政
院
の
処
分
、
と
く
に
北
新
書
局
の
財
産
を
凍
結
し
て
閉
鎖
し
た
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
る
。

胡
適
は
、「
公
憤
」
に
駆
ら
れ
た
回
教
徒
が
北
新
書
局
の
封
鎖
を
求
め
た
の
は
当
然
で
あ
る
と
理
解
を
示
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、

行
政
院
が
、
法
的
手
続
き
に
よ
ら
ず
に
北
新
書
局
の
財
産
を
凍
結
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
株
主
や
、
「
小
猪
八
戒
」
に
関
係
し
な
か
っ

た
著
者
の
権
利
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
確
に
「
誤
り
」
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る （

�）。

こ
の
第
二
の
論
点
へ
の
胡
適
の
批
判
に
は
、
法
的
手
続
き
の
重
視
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
国
民
統
合
と
い
う
志
向
が
見
え
る
。
た
し
か

に
、
最
高
裁
判
所
長
官
に
当
た
る
司
法
院
長
の
居
正
が
同
時
に
国
民
党
の
中
央
常
務
委
員
会
の
委
員
で
あ
り
、
中
央
常
務
委
員
会
の
委
員
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と
し
て
会
議
を
主
宰
し
て
処
分
を
決
め
た
と
い
う
過
程
は
、
民
主
主
義
的
知
識
人
で
あ
る
胡
適
に
と
っ
て
は
看
過
し
が
た
い
問
題
と
し
て

映
っ
た
で
あ
ろ
う
。

同
時
期
に
胡
適
が
発
表
し
た
論
説
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
胡
適
も
国
家
の
統
一
・
国
民
の
統
合
と
い
う
問
題
に
は
強
い
関
心
を
寄

せ
て
い
た
。
北
平
に
暮
ら
す
知
識
人
と
し
て
、
満
洲
事
変
以
後
の
日
本
の
圧
力
も
身
に
沁
み
て
知
っ
て
い
た
。
だ
が
、
胡
適
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
は
、
民
間
説
話
を
収
集
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
民
衆
を
基
盤
と
し
、
民
主
的
・
法
的
に
進
め
ら
れ
る
統
一
で
あ
る
べ
き
だ
っ
た
。
そ

れ
は
、
お
そ
ら
く
、
孫
文
の
革
命
理
念
を
最
優
先
に
す
る
孫
文
の
高
弟
た
ち
と
も
、
宗
教
行
事
を
利
用
し
、
直
前
の
内
戦
で
の
敵
た
ち
に

も
栄
誉
を
与
え
る
こ
と
で
切
り
抜
け
よ
う
と
す
る

�介
石
と
も
違
う
統
一
・
統
合
へ
の
展
望
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
回
教
徒
の
代
表
や
「
領
袖
」
の
発
言
に
も
繰
り
返
し
「
法
院
」
の
こ
と
ば
が
あ
ら
わ
れ
、
「
正
統
な
手
続
き
」
を
意
識
し
て

い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
回
教
徒
の
代
表
が
意
識
す
る
「
法
」
と
、
国
民
党
中
央
常
務
委
員
会
が
意
識
す
る
「
法
」

と
、
留
米
経
験
者
の
胡
適
が
意
識
し
て
い
る
「
法
」
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
法
治
に
基
づ
い
た

統
一
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
、
少
な
く
と
も
暴
力
行
使
に
よ
る
解
決
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
見
解
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
は
一

致
し
て
い
る
。

こ
の
一
九
三
二
年
一
〇
月
の
回
教
侮
辱
事
件
は
、
国
家
・
国
民
の
統
合
・
統
一
が
急
が
れ
る
下
で
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
合
・
統
一
へ
の

要
求
と
そ
の
方
法
を
め
ぐ
る
違
い
と
、
そ
の
重
な
り
合
い
と
を
あ
ぶ
り
出
す
事
件
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）
明
の
初
期
、
南
京
に
首
都
を
置
い
て
い
た
時
期
の
北
京
の
呼
称
。
国
民
党
政
府
は
南
京
に
首
都
を
置
く
と
、
従
来
の
首
都
で
あ
っ
た
北
京
を
北
平
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と
改
称
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、
従
来
は
北
京
の
略
称
で
あ
っ
た
「
京
」
は
南
京
の
略
称
と
な
り
、
北
平
の
略
称
と
し
て
は
「
平
」
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

（
２
）
胡
適
「
侮
辱
回
教
事
件
及
其
処
分
」
（
欧
陽
哲
生
編
『
胡
適
文
集
』
一
一
、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
二
六
四
頁
。
原
文
は
『
独
立
評

論
』
二
七
号
（
一
九
三
二
年
一
一
月
）。

（
３
）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
七
日
。
『
大
公
報
』
と
称
す
る
新
聞
は
複
数
あ
り
、
そ
の
う
ち
天
津
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
大
公
報
』
で

あ
る
。
本
稿
で
は
『
天
津
大
公
報
』
と
略
称
す
る
。

（
４
）
一
九
三
二
年
夏
、
熱
河
情
勢
の
緊
張
に
対
処
す
る
た
め
に
、
華
北
・
東
北
方
面
の
軍
事
の
事
実
上
の
最
高
司
令
官
で
あ
る
張
学
良
（
北
平
政
務
委

員
会
常
務
委
員
、
北
平
綏
靖
公
署
主
任
）
が
軍
事
費
を
請
求
し
た
の
に
対
し
て
、
行
政
院
長
汪
精
衛
が
、
張
学
良
が
抗
戦
を
実
行
し
な
い
の
に
そ
の

費
用
を
請
求
し
て
い
る
と
非
難
し
て
、
自
ら
の
辞
任
と
引
き
替
え
に
張
学
良
の
下
野
を
要
求
し
た
事
件
。
背
後
関
係
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
点
が
多

い
が
、
こ
の
年
の
年
頭
に
成
立
し
た
汪
精
衛
‐

�介
石
合
作
政
権
内
の

�介
石
系
と
の
対
立
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
見
か
た
が
強
い
。
張
学
良
は

北
平
綏
靖
公
署
主
任
か
ら
更
迭
さ
れ
た
も
の
の
、
軍
事
委
員
会
北
平
分
会
委
員
長
代
理
（
委
員
長
は
軍
事
委
員
会
委
員
長

�介
石
が
兼
任
）
と
し
て

引
き
続
き
華
北
の
軍
事
の
最
高
権
力
を
握
り
つ
づ
け
、
汪
精
衛
は
慰
留
を
受
け
て
辞
任
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
病
気
療
養
を
理
由
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
と
出
国
し
た
（
『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
一
日
）
。
汪
精
衛
不
在
の
間
の
行
政
院
で
は
、

�介
石
の
歳
下
の
義
兄
（
妻
宋
美
齢
の
兄
）

で
あ
り
、
張
学
良
と
も
親
し
い
行
政
院
副
院
長
・
財
務
部
長
（
副
総
理
・
財
務
相
）
宋
子
文
が
行
政
院
長
代
理
を
務
め
た
。

（
５
）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
一
日
。

（
６
）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
四
日
。
「
華
北
十
一
省
」
と
す
る
の
は
『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
七
日
。
十
一
省
が
ど
こ

を
指
す
の
か
は
特
定
で
き
な
い
。
当
時
、
一
般
に
「
華
北
」
と
さ
れ
て
い
た
の
は
河
北
、
山
東
、
山
西
、
チ
ャ
ハ
ル
、
綏
遠
の
五
省
で
、
こ
れ
に
河

南
、
寧
夏
、
陝
西
、
甘
粛
、
青
海
、
新
疆
ま
た
は
熱
河
が
加
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
い
わ
ゆ
る
西
北

地
域
を

広
く

含
む
こ
と
に
な

る
。

（
７
）
当
時
、
北
平
（
北
京
）
か
ら
南
京
に

向
か
う
ル
ー

ト
は
、
北
京
か
ら
天
津
を

通
っ
て
、
南
京
の
対

岸
の

浦
口
ま
で

鉄
道
で
行
き
、

浦
口
か
ら
長

江

を
船
で

渡
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
北
京
か
ら
天
津
ま
で
は
胡
適
の

旅
程
に

重
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
北
平
か
ら
天
津
ま
で
を
平

津
線
、
天
津
か
ら

浦
口
ま
で
を
津

浦
線
と
い
い
、
あ
わ

せ
て
「
平

浦
線
」
と
も
い
う
。
北
平
東

駅
は

今
日
の
北
京

駅
で
、

列
車
は
西
に

向
か
っ
て

駅

を
発
車
し
、
郊
外
に
出
て
盧
溝
橋
の
近
く
で
鉄
橋
を
渡
っ
て
か
ら
東
に
向
か
う
。

（
８
）
司
法
院
は
裁
判
所
に
相
当
す
る
司
法
機
関
で
、
司
法
院
院
長
は
最
高
裁
判
所
長
官
に
相
当
す
る
が
、
当
時
は
「
党
治
」（
国
民
党
に
よ
る
一
党
支
配
）

の
原
則
か
ら
、
院
長
の
居
正
は
国
民
党
の
幹
部
で
あ
る
。
本
稿
で
は
中
央
常
務
委
員
と
し
て
も
登
場
す
る
。
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（
９
）
胡
適
、
前
掲
、
二
六
三
頁
。
な
お
、
『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
七
日
に
よ
れ
ば
、
代
表
は
、
劉
柏
石
、
王
子
馨
、
馬
子
文
、
王
夢
揚

の
四
名
。

（
10）『

天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
七
日
。

（

11）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
八
日
。

（

12）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
一
月
二
日
。

（

13）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
一
月
五
日
。

（

14）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
一
月
八
日
。

�民
誼
ら
汪
精
衛
系
は
、
一
九
三
二
年
一
月
の

�介
石
と
の
妥
協
ま
で
、

�介
石
の
軍
事
独
裁
を
批

判
し
、
約
法
制
定
を
求
め
て
い
た
か
ら
、
「
約
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
請
願
に
は
異
論
を
出
し
に
く
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
約
法

は
、
憲
法
制
定
ま
で
の
臨
時
基
本
法
で
、
当
時
の
「
訓
政
時
期
約
法
」
は
、
一
九
三
一
年
、
事
実
上
、

�介
石
派
が
中
心
と
な
っ
て
制
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

（

15）
当
時
は
「
訓
政
」
の
制
度
に
よ
り
国
民
党
一
党
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
国
民
党
が
最
高
意
思
決
定
機
関
で
、
行
政
院
（
内
閣
）
を
含
む
政

府
諸
機
関
は
そ
の
監
督
・
指
揮
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
。
国
民
党
の
最
高
機
関
は
全
国
代
表
大
会
だ
が
、
全
国
代
表
大
会
が
開
か
れ
て
い
な
い
あ

い
だ
は
中
央
執
行
委
員
会
が
最
高
決
定
機
関
で
（
他
に
中
央
監
察
委
員
会
が
あ
る
）
、
中
央
執
行
委
員
会
も
全
体
会
議
（
総
会
）
が
開
か
れ
て
い
な
い

と
き
に
は
中
央
常
務
委
員
会
が
そ
の
職
務
を
行
う
。

（

16）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
一
月
五
日
、
一
一
月
八
日
。

（

17）
一
九
一
七
年
の
「
護
法
軍
政
府
」
を
含
め
て
も
、
国
民
党
が
支
配
し
た
経
験
を
持
つ
の
は
、
事
実
上
、
広
東
省
の
み
で
あ
っ
た
し
、
広
東
省
の
支

配
に
関
し
て
も
在
地
エ
リ
ー
ト
と
の
対
立
を
抱
え
、
国
民
党
は
在
地
エ
リ
ー
ト
の
協
力
な
し
に
は
十
分
な
支
配
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（

18）「
回
教
」
と
は
も
と
も
と
「
ウ
イ
グ
ル
人
の
宗
教
」
の
意
味
で
、
唐
‐
宋
時
代
に
ウ
イ
グ
ル
が
「
回

�」
・
「
回
鶻
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
た
こ
と
の

名
残
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ウ
イ
グ
ル
人
は
大
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
指
導
層
の
一
部
を
構
成
し
、
そ
の
崩
壊
後
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

は
失
わ
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
革
命
後
、
一
九
世
紀
ま
で
ヒ
ヴ
ァ
、
ブ
ハ
ラ
、
コ
ー
カ
ン
ド
の
三
国
に
分
か
れ
て
い
た
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
、
旧
遊
牧

国
家
の
影
響
を
排
除
す
る
目
的
も
あ
っ
て
、
カ
ザ
フ
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
キ
ル
ギ
ス
（
ク
ル
グ
ズ
）
、
タ
ジ
ク
、
ト
ル
ク
メ
ン
と
い
う

現
在
に

続
く
民

族
分

け
が
行
わ
れ
た
影
響
を
受
け
て
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の

ム
ス
リ

ム
民

族
グ
ル
ー

プ
が
あ
ら
た
め
て
「
ウ
イ
グ
ル
」
を
名
の
っ
た
の
で
あ
る
（

漢
字
表

記
は
「
維
吾
爾
」）。
し
た
が
っ
て
、
今
日
の
中
華
人
民
共
和
国
の
制
度
で
は
「
回
族
」
と
「
ウ
イ
グ
ル
族
」
は
別
の
民
族
集
団
で
あ
る
。

（

19）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
一
日
。

（

20）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
三
日
～
一
五
日
。
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（

21）『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
七
日
。

（
22）『

天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
八
日
。

（
23）『

天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
九
日
。

（

24）
な
お
、
こ
の
時
期
、
時
輪
金
剛
法
会
の
開
催
の
み
で
な
く
、
北
平
か
ら
綏
遠
ま
で
の
直
通
急
行
の
運
行
も
開
始
し
、
こ
れ
も
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
航
空
路
の
開
設
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。
『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
一
日
。
ま
た
、
法
会
に
も
出
席
し
て
い
た
伍

朝
枢
は
、
そ
の
後
、
西
北
を
旅
行
し
、
一
〇
月
三
一
日
に
そ
の
感
想
を
新
聞
記
者
に
語
っ
て
い
る
（
こ
の
旅
行
に
は
、
張
家
口
に
あ
っ
て
不
穏
な
動

き
を
示
し
て
い
た
馮
玉
祥
の
動
き
を
牽
制
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。
馮
玉
祥
は
、
翌
年
五
月
、
張
家
口
で
「
抗
日
同
盟
軍
」
を
組
織
し
反
国
民
党
決
起

に
立
ち
上
が
る
が
、
短
期
間
で
失
敗
に
終
わ
っ
た
）
。
『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
一
月
一
日
。
時
輪
金
剛
法
会
を
前
に
し
た
一
〇
月
一
九
日
に

は
、
青
海
省
（
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ム
ド
）
を
支
配
す
る
青
海
省
主
席
馬
麟
が
「
祭
海
」
の
儀
式
を
主
催
し
、
こ
こ
に
も
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
王
公
（
貴
族

層
）
を
集
め
て
い
る
。『
天
津
大
公
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
〇
日
。

（

25）
胡
適
、
前
掲
、
二
六
四
頁
。

（

26）
胡
適
、
前
掲
、
二
六
四
～
二
六
五
頁
。

（

27）
胡
適
、
前
掲
、
二
六
五
～
二
六
七
頁
。

（

28）
胡
適
、
前
掲
、
二
六
七
～
二
六
八
頁
。
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